
通信放送技術衛星「かけはし」　（COMETS）の

　　　　　　　　打上げ時期について

平成9年8月6日
科学技術庁
宇宙開発事業団

1．　「みどり」原因究明の現状

　　地球観測プラットフォーム技術衛星「みどり」　（ADEOS）の機能停止に係る原

　因究明作業については、科学技術庁「みどり」事故対策本部、宇宙開発事業団「みど

　　り」事故対策本部において鋭意進めているところであり、その結果を、宇宙開発委員

　会技術評価部会にて審議頂いている。しかしながら、原因を特定するための調査事項

　が多岐にわたっており、原因を絞り込むために重なる解析・試験等を重ねていくこと

　が必要な状況にある。

　　　2．　「かけはし」の打上げ時期について

　　　　　　「みどり」の原因究明結果を受けた後、　「かけはし」への対策の要否について検討
●
　　　　　する必要があり、打上げの予備期間等を考慮すると、現状では8・9月期に「かけは

　　　　　し」を確実に打ち上げることは困難な状況にある。

　　　　　　また、次期打上げのためには「かけはし」の推進薬排出・再整備等に約6ヶ月を要

　　　　　することから、・現時点で「かけはし」の打上げ時期を変更し、平成10年1・2月期

　　　　　に打上げることとしたい。

3．その他

　　　本年6月25日に宇宙開発委員会で了承された「通信放送技術衛星／H－llロケッ

　　ト5号機打上げ及び追跡管制計画書」については、改めて宇宙開発委員会に提出する

　　こととしたい。



（参考1）

平成10年度における宇宙開発に関する調査審議について

平成9年4月23日
宇宙開発委員会

　宇宙開発政策大綱に基づき、また、宇宙開発を巡る内外の情勢の変化、宇

宙利用に関する長期的見通し等を踏まえ、平成10年度以降において実施す

る必要がある研究及び開発等の計画的推進を図るため、次により調査審議を
行う。

　　　1．調査審議事項
●　（1）国内の関係各機関における開発等の進捗状況並びに関係各機関における新

　　　　　規施策の実施及び「宇宙開発計画」　（平成9年4月2日決定）の見直しに

　　　　　関する要望事項を調査し、それらを踏まえて、平成10年度における宇宙

　　　　　開発関係経費の見積り方針及び宇宙開発計画について必要な調査審議を行

　　　　　う。

（2）その他、宇宙開発全般に関する重要事項について必要な調査審議

2．調査審議方法
　　上記事項の調査審議は、計画調整部会において行うものとする。

　　なお、国内の関係各機関における開発等の進捗並びに関係各機関における

　新規施策の実施及び「宇宙開発計画」　（平成9年4月2日決定）の見直しに

　関する要望事項の調査については平成9年7月中旬に、平成10年度におけ
　る宇宙開発関係経費の見積り方針に反映させるべき事項の調査審議について

　は8月上旬に、それぞれ終えることを目途とする。
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（参考2）

平成10年度における宇宙開発に関する調査審議方針について

平成9年6月11日
宇宙開発委員会決定

　　　　宇宙開発は、人類の知的フロンティアの拡大、質の高い豊かな生活の実現、地

　　　球科学の推進や地球環境の保全、新たな産業の創出等の観点からきわめて重要な

　　　先端科学技術分野であり、科学技術創造立国を目指す我が国としては引き続き積

　　　極的に取り組むべき分野である。

　　　　一方、財政構造を改革し財政の再建を果たすことが国の喫緊の課題となってお

　　　り、この財政構造改革との整合性に配慮しつつ、今後の宇宙開発政策の一層効果

　　　的な展開を図っていく必要がある。
●　　　宇宙開発委員会は、平成9年4月23日に「平成10年度における宇宙開発に

　　　関する調査審議について」　（別紙）を決定し、計画調整部会において宇宙開発関

　　　係経費の見積り方針等に関する調査審議を開始したところであるが、上記の観点

　　　を踏まえ次の方針のもとに調査審議を行うものとする。

1．調査審議方針

　宇宙開発関係経費の見積り方針及び宇宙開発計画の策定に当たっては、従来よ

り既存プロジェクトの見直しを含め宇宙開発計画全体についての慎重な調査審議

を経て、重点的、戦略的な配分等を行ってきたところであり、今後ともこの方針

で対応していくこととするが、特に平成10年度宇宙開発関係経費の見積り方針

の審議においては、「財政構造改革の推進について」　（平成9年6月3日閣議決

定）を踏まえ、厳しく調査審議を行っていくこととする。
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l工衛星の研究／開発段階の概要

●
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段
階

概念段階 決定段階 設計段階 製作／試験段階 打上げ・追跡管制

@　評価段階

概念設計 予備設計 基本設計 詳細設計 認定試験／維持設計

ブレッドボードモデル

iBBM）

エンジニアリングモデル

@（EM）＝

プロトタイプモデル

iPM）＝

　△

ﾅ上げ

審
査

基本設計審査▽

@　（PDR）

詳細設計審査▽

@　（CDR）

認定試験後審査▽

@　　（PQR）

出荷前審査▽

@（PSR）
　　▽
ﾅ終確認審査

主
要
業
務

・システム概念の研究
@（複数の候補）。・ミッシ∋ン要求の設

閨B

・概念設計で得られた

｡数の候補から、最

Kな1つのシステム
�竄�I定。

E並行して、BBMの
ｻ作及び試験。（そ

ﾌ結果を基本設計に
ｽ映）

・予備設計で得られた

Vステム候補につい
ﾄ、具体的な構成を

?ﾟて設計解析を実

{。これにより、ミ
bション要求を満た

ｷことを確認すると
ﾆもにサブシステム
ﾌ具体的な設計条件

�ｾ確化。

・基本設計で得られた

燉e及び条件を満た
ｷように詳細に設計
�ﾀ施。

E並行して、EMの製
?yび試験を実施し
ﾚ細設計に反映。

・PMの製作を行って
F定試験。

E必要な設計変更を実

{。

・FMを製作。

EFMの受入試験を行
ﾁて品質を確認。

・射場への輸送。
E打上げ前機能確認。・打上げ／追跡管制。・初期運用。・定常運用。・上記の解析と評価。

）主

＊

・… eMを実際に宇宙空間に打上げ。

・…
dM、　PMに必要な改1彦を加えEFM或いはPFMとして、実際に宇宙空間に打ち上げる場合もあり。

［斧プレξ］ドボードモデル（BBM；B，e、d8。a，dM。d，1）一関な音区分、或いは初めて設計する部分など嘱灘旨を附るため1こ・函館B品や材料を使って製1寵

・エンジニアリングモデル（E一・一・1）…

・プ・トタイプモデル（PM：P－typ・M・d・D一・ 桝?ｫ重磁と離騰艦離糠11鍮盤1＋の購認のため’本モデルで実
．フライトモデル（FM；Flight　M。d・D一一・一・認定試験に合格したPMと全く同一に製1乍・本モデルを実際に打上げ・
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